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歴史上のギリシアとヘルダーリンの『パンと葡萄酒』
高　橋　克　己　
（人間基礎論コース）　　
ニーチェ同様ヘルダーリン（1770年－1843年）も前五世紀アテーナイを古代ギリシア文化盛時
と考えているが、しかし前者と異なり後者が当時デーロス同盟に君臨していた帝国アテーナイの
史実にも深い関心を向けて、・至・福・な・る・ギ・リ・シ・アを歌った点を筆者は重視し、とかく歴史の現実を
留意せずにギリシア悲劇を論ずる前４世紀アリストテレース著『詩論』以来の伝統を破り、ヘル
ダーリンが悲劇を当時の『歴史』に描かれた疫病蔓延等をも踏まえて受け取った点に彼の創意を
見た。
　作品全体を鳥瞰してヘルダーリンHolderlinの『パンと葡萄酒：Brod und Wein』（1800年－1801
年）全９節（全160句: StA 2.90-95）を眺めると。それは３部に大別され、まず・夜Nacht、それを
踏まえた・ギ・リ・シ・ア・の・昼 griechischer Tag、以上を前提とした・西・欧・の・夜Hesperische Nachtとな
る。このうち直接ギリシアを連想させる詩歌象徴は、第２節・第23句に・至・上・の・神 der oberste Gott
として始めて登場し、この明朗な形姿を際立たせるのが第１節（全18句）の神秘に満ちた・夜であ
る。即ち詩想展開の要は、本来ロマン派の・夜に共鳴する作者が、自分自身とは異質な魂を有する
明朗なハインゼHeinse（1749年－1803年）に『パンと葡萄酒』を捧げ、当作品中で、相互対話を
織り成す点にあり、この脈絡でハインゼを念頭に置いたギリシア像が浮上し、第23句で・汝・を・と・て
・も・慈・む der sehr dich liebet ・至・上・の・神 der oberste Gott が歌われる。そして・汝ハインゼには、
非合理な・夜より、むしろ・思・慮・分・別・の・昼 der besonnene Tag ・の・方・が・好・ま・し・いと第24句（Ist noch
lieber, wie sie, dir der besonnene Tag.）にあり、またハインゼのような・明・澄・な・目klares
Auge
・も・ま・た・陰・影 Schatten・を・好・むと第25句（Aber zuweilen liebt auch klares Auge den
Schatten）で続く。話題の幽玄な・陰・影 Schattenが・夜Nachtに、・明・朗な光明界オリュムポスが・昼
に対応し、目下ゼウスZEYΣを・至・上・の・神 der oberste Gottとする古典古代が想起される。
　史上アテーナイAΘHNAIのゼウスZEYΣと言えば、アリストパネースAPIΣTOΦANHΣの
喜劇『アカルナイの人々：AXAPNHΣ』（前425年）第530句（Bude I.33）で・オ・リ・ュ・ム・ポ・ス・の
OYAYMΠIOΣ・ペ・リ・ク・レ・ー・スΠEPIKΛEHΣと揶揄されている政治家のことで、その支配体制を
トゥーキューディデースΘOYKYΔIΔHΣは『歴史IΣTOPIAI（前435年－前411年）』2・65・9の前
430年の記述において、・言・葉・で・は・民・主・制ΔHMOKPATIA・だ・が、・事・実・上・は・第・一・人・者ΠPΩTOΣ ANHP
・に・よ・る・支・配APXH（アルケー）・と・成・っ・たと記している（Bude 叢書Thucydide I-V. 1953-1972. Tom.
II. 1962. Pag.48）。【Es war dem Namen nach eine Volksherrschaft, in Wirklichkeit
eine Herrschaft des Ersten Mannes.】（Thukydides
"
Geschichte des Peloponnesischen
Krieges“ Zu rich. Artemis 1960. S. 162／Langenscheidtsche Bibliothek samtlicher grie-
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chischen und romischen Klassiker. Berlin/Stuttgart 1855-1921. Aristophanes in 4 Banden.
Bd.3. S.74：
"
Die Acharner“ V.530-534）【Denn drob erzu rnt, warf Blitz und Donner
Perikles, / Der Olympier, und durchschu tterte rings das Griechenreich, / Und gab
Gesetze, 　　　 im Ton der Skolien: / ,Die Megarer sollen weder zu Land, noch auf
dem Markt, / Noch auf dem Wasser, noch auf dem Strand geduldet sein.‘】。
　またプルータルコスΠΛOYTAPXOΣ（紀元１世紀）が『ペリクレース伝：BIOΣΠEPIKΛEOYΣ』
（３と12）に引用している喜劇詩人クラティーノスKPATINOΣ（前５世紀）に拠ると、その作品『ケ
イローン達：XEIPΩNEΣ』において・玉・葱（ΣXINOΣ：スキノス）・頭のペリクレースはMEΓIΣTOΣ（途
方もない：メギストス）TYPANNOΣ（僣主：テュラノス）と（３：Bude 叢書 Vitae parallelae
I-XVI. 1957-1983. Tom.III. 1964. Pag.16）、更に別作『トラーキアーの女たち』では・玉・葱・頭・の・ゼ
・ウ・ス（ΣXINOKEΦAΛOΣ ZEYΣ）と呼ばれている（12：Bude III.30）。・第・一・人・者 Princepsの・支
・配は紀元前後ローマ Roma支配体制において、現人神の皇帝崇拝を強要し、これを偶像崇拝とし
て斥ける宗教を弾圧する形を取る。例えばオウィディウスOvidius（前43年－後17年頃）は叙事詩
『転身物語：Metamorphoses』第14書で、まずローマ建国の始祖・ア・エ・ネ・ー・ア・ー・スAeneasを、そ
の母ウェヌスVenus・女・神・が・神・と・成・し・た fecit deum（14・607：Bude III.110）ことを皮切に、祖
国の英霊・ロ・ー・ム・ル・スRomulusのみならず、その妻も・女・神 dea（14・851：Bude III.118）、そして
神話物語から現実政治へと転じた終結部の第15書で、・カ・エ・サ・ル・は・ロ・ー・マ・に・お・い・て・神・で・あ・るdeus est
（15・746：Bude III.145）と言明し、専制支配者への追従で作品を閉じている。同様ペルガモン
ΠEPΓAMON遺跡に残る巨神戦ΓIΓANTOMAXIAギガントマキアーの浮き彫りが示す天神族
ゼウス達の巨神族に対する勝利の描写は、ヘレニズム・ローマ時代の征服者側を言祝ぐ記念碑に
他ならない。それは既にウェルギリウスVergilius（前70年－前19年）の叙事詩『アエネーイス：
Aeneis』第６書、第851句（Bude 叢書 E

neide I-III. Tom.II. 1978. Pag.75）に、・汝・ロ・ー・マ・人・よ、
・帝・国・の・人・民・支・配・を・心・に・銘・記・せ・よ（tu regere imperio populos, Romane, memento）と現われ
ている。以上こうした線上にある・至・上・の・神ゼウスが、・自・然に対する・人・知の優位を示している点が
重要である。
　一方にゼウスの寵児ハインゼが、当時の優秀な大学教授として羽振り良き颯爽とした姿で登場
する。他方オイディープース同様・ア・ポ・ロ・ー・ン・に・撃・た・れ・た（StA 6.432）と自称するに相応しい惨め
な人物ヘルダーリンが濃淡細やかな翳りを帯びて立ち開かる。前者の・人・知ないしは・能・力の発揮に
見合う逞しい姿ヘーラクレースHPAKΛHΣが天上へと神格化され聖化されてゆくのを歌ったシ
ラー Schiller（1759年－1805年）の思想詩『幽魂の国：Das Reich der Schatten』（1795年）全
180句（NA 1.247-251）の牧歌風性格を念頭に置くならば、それと好対称なし『パンと葡萄酒』
中央部で・偉・大・な・る・運・命・が・轟・くtonet das 　　 Geschik（第62句）・至・福・な・る・ギ・リ・シ・ア Seeliges
Griechenlandの悲壮な音調が際立って来る。上記ペルガモンの巨神戦は、支配者アレクサンドロ
スAΛEΞANΔPOΣを筆頭とする前４世紀マケドニアーMAKEΔONIA支配からローマ支配に至る
・第・一・人・者神格化による現人神肯定を促進するものであり、その浮き彫りに描かれたヘーラクレー
ス達ゼウス一党の晴れやかな凱歌がその証左となる。かくして明朗な神界オリュムポス讃美は、
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歴史上ゼウスに相当する・第・一・人・者 Princepsを神に祭り上げることと密接に関係し、『聖書』の厳
粛な・神・人・分・離の思想をその礎に持つ思想詩『パンと葡萄酒』から眺めると、その神格化が正に・不
・浄・な Idololatrie ・偶・像・崇・拝 EIΔΩΛOΛATPIA・エ・イ・ド・ー・ロ・ラ・ト・リ・ア・ーに結びつかざるを得ない。
　「こうしてギリシア人達は、神々しいものを人間化して表現しましたけれども、しかし常に回
避しました、本来の（StA 6.381/382）人間的尺度は。当然のことながら、詩歌芸術の全き本質は、
その霊感におきましても、慎みや冷静なる姿におきましても、清澄なる神事なのですから、決し
て人間を神々に、あるいは神々を人間に仕立て、unlautere Idololatrie（不浄な偶像崇拝）を犯
してはなりません。ただひたすら神々と人間とを相互に接近させることが許容されるのみです。
悲劇はこのことを per contrarium（二律背反の矛盾・相克）により提示します。神と人とが一つ
の如き仮象が立てられますと、運命が到来し、人のあらゆる卑下やあらゆる不逞を喚起します。
だが最後には、天上の神々に対する崇敬が一方に、また他方に人間固有の浄化された心情が残り
ます。」と、1799年から1800年にかけての冬期ヘルダーリン自身が書簡203に書き残している。【So
stellen sie das Go ttliche menschlich dar, doch immer mit Vermeidung des eigentlichen
(StA 6. 381/382) Menschenmaa es, natu rlicher weise, weil die Dichtkunst, die in ihrem
ganzen Wesen, in ihrem Enthusiasmus, wie in ihrer Bescheidenheit und Nu chternheit
ein heiterer Gottesdienst ist, niemals die Menschen zu Go ttern oder die Go tter zu
Menschen machen, niemals unlautere Idololatrie begehen, sondern nur die Gotter und die
Menschen gegenseitig naher bringen durfte. Das Trauerspiel zeigt dieses per contrarium.
Der Gott und Mensch scheint Eins, darauf ein Schiksaal, das alle Demuth und allen
Stolz des Menschen erregt und am Ende Verehrung der Himmlischen einerseits und
andererseits ein gereinigtes Gemuth als Menscheneigentum zurukla t.】（Holderlins Brief
203 vom Winter 1799/1800）。同じ内容は彼の論文『オイディプースへの註解：Anmerkungen
zum Oedipus』（1804年）第３章において一層と厳粛で意味深長な筆致で描かれる。「悲劇的なも
のの表出は、とりわけ次の点に拠る。神と人が結びつき、無際限に自然の威力と人間の最深部と
が、怒りの中で一体と成る途方もないことが、以下のことにより自覚される点である。即ち無際
限の Scheiden[分離]により、無際限の Eineswerden[一体化]が浄化される[sich reiniget]こと
によってである。：Die Darstellung des Tragischen beruhet vorzu glich darauf, da das
Ungeheure, wie der Gott und Mensch sich paart, und granzenlos die Naturmacht und
des Menschen Innerstes im Zorn Eins wird, dadurch sich begreift, da das granzen-
lose Eineswerden durch granzenloses Scheiden sich reiniget.」（StA 5.201）。ここでの要点
は、・神・人・分・離の悲劇と・神・人・合・一は表裏一体で不可分であり、もし・合・一の方だけに焦点が当てられ
るならば、それは・不・浄・な・偶・像・崇・拝・エ・イ・ド・ー・ロ・ラ・ト・リ・ア・ーに過ぎなくなると言うものである。
　すると歴史上アテーナイの・第・一・人・者ゼウスと言われた政治権力者の友ペイディアースΦEIΔIAΣ
（前431年没）の不幸が思い併される。それは前述の『ペリクレース伝』31でプルータルコスの伝
える話である。即ち・彫・刻・家・ペ・イ・デ・ィ・ア・ー・スΦEIΔIAΣ O ΠΛAΣTHΣは、・ペ・リ・ク・レ・ー・ス・に・と・っ・て
・の・友ΦIΛOΣ・と・な・り、・こ・の・人・の・許・で・甚・大・な・勢・力・を・獲・た（Bude III.49-50）とされ、色々その敵から
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糾弾されるに至り、ついには・偶・像・崇・拝の咎で命を落とす。「その作品群の栄光ΔOΞAドクサが窮地
に陥れた、悪意の谷間で、このペイディアースを。その原因は就く、女戦士アマゾーン達に対す
る戦いを（女神アテーナーの）盾に彫る際、自分自身のMOPΦH（姿）らしき、石を両手で持ち
上げる禿げ頭の老人の姿を刻み込み、かつ例のペリクレースのEIKΩN（似姿）をΠAΓKAΛH（と
ても美し）く作り、アマゾーン一人に立ち向かう闘士の似姿として ENEΘHKE（紛れ込ませた）
ことにある。[31.3|4] ペリクレースが、自分の眼前で槍を持ち上げている手のΣXHMA（恰好）
は巧妙に創作されていて、そのOMOIOTHΣ（類似）を隠しているようであるが、左右いずれの
側からでも（類似は）明白である。[31.4|5] それ故ペイディアースはΔEΣMΩTHPION（牢獄）
中へ逮捕連行され、NOΣHΣAΣ（病気になり）、あるいは幾人かの発言では、ΦAPMAKA（諸
毒物）によって死んだ。」（Bude III.50）。
　前４世紀マケドニアー支配期より前１世紀ローマ支配期に至る一連の・第・一・人・者神格化AΠOΘEΩ-
ΣIΣ（アポテオースィス：Deificatio：デイフィカーティオー）を睨み合わせるならば、興味深い
点は、前５世紀ギリシアの都市国家アテーナイにおいて・神・人・分・離が悲劇作品中のみならず造形芸
術創作においても厳しく守られていたことである。実際ペイディアースが一連の神話物語中に、
自分自身および友に紛う姿形を混入した結果、敵は弾劾するのに十分な口実を獲ることが出来た
と見受けられる。また支配者アレクサンドロスについてもプルータルコスによれば、「全般的に見
て、異邦人（バルバロスBAPBAPOΣ）達 BAPBAPOI バルバロイに対して彼は高慢であって、
神から生まれたこと、および神の子であることについて、十分納得して自認していた風であるが、
他方ギリシア人達には、自己EKΘEIAZEIN（神格化：エクテイアゼイン）につき、METPON（節
度：メトロン）あり控え目であった。」（『アレクサンドロス伝：BIOΣ AΛEΞANΔPOY』28：Bude
叢書Vitae parallelae I-XVI. 1957-1983. Tom.IX. 1975. Pag.66）とあり、既に引用の書簡203（StA
6.381-382）でヘルダーリンが指摘した・偶・像・崇・拝・し・な・い・古・代・ギ・リ・シ・ア・人の姿勢がここにも反映して
いる。【 Im allgemeinen trat er den Barbaren sehr stolz gegenuber und ganz
durchdrungen von seiner go ttlichen Abkunft und Gotteskindschaft, bei den Griechen
aber zeigte er mehr Ma und Zuru ckhaltung in seinem Anspruch auf Go ttlichkeit.】
（Reclam-Universal-Bibliothek. Nr.2495 [3]. Stuttgart 1980. S.39 : Plutarch
"
Alexander“
28）。
　従って、流布した『転身物語』でオウィディウスが描いているような・神・が・人なのか人が神なの
か区別し難い所謂ギリシア・ローマ神話から、ヘルダーリンが『パンと葡萄酒』で・至・福・な・る・ギ・リ
・シ・ア（第55句）に見い出している古代神話は峻別されねばならない。当然モーセの『出エジプト
記：EΞOΔOΣ』20・4の希語七十人訳「EIΔΩΛON（偶像：エイドーロン）や万物の似姿を、汝
自身[の為]に造らないようにせよ！」（Septuaginta edidit Alfred Rahlfs 1935. Stuttgart.
Deutsche Bibelgesellschaft 1979. Vol.1. Pag.119）に顕著な・神・人・分・離・の・律・法が遵守されており
（Vulgata：Patrologiae cursus completus. Migne 1844-1866. Patrologia Graeca 1857-1866
[=PG]／Patrologia Latina 1844-1864 [=PL]. PL 28-29 [=Hieronymi Vulgatra]. PL 28.
Col.300D : Non facies tibi sculptile, neque omnem similitudinem,）、同じ旧約聖書の『創
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世記』の場合もその洪水伝説にそれは確かめられる。元来アダム夫妻は楽園を追放された時、・汝
・ら・神・々・の・如・く・な・り・て・神・々・の・善・美・と・罪・悪・を・識・ると、誘惑する悪魔の蛇の声に従っていた（『創世記：
ΓENEΣIΣ』3・5：Septuaginta. Vol.1. Pag.4：Vulgata：PL 28.199）。因みに当箇所をゲーテ
Goethe（1749年－1832年）の『ファウスト：Faust』初稿 Urfaust（1773年－1775年）で悪魔
Mephistophelesメフィストーフェレスは第442句において、・汝・らDeus（・神）の・如・く・な・り・て Eritis
sicut Deus scientes bonum et malum.（HA 3.379）と言う形で引用し、・神・々diiを・神 Deusと
読み変えている。単に複数と単数の違いであるが、その意味する所は大いに異なる。同様ノーア
の洪水伝説の場面も、読み直しにより、・神との断絶が・神・人・分・離の基底に横たわっている。即ち洪
水伝説の発祥の地オリエントの伝承、例えば楔形粘土版文書アッカド語伝承『ギルガメシュ叙事
詩』第11書板では、義人ノーアにあたる・ウ・ト・ナ・ピ・シ・ュ・テ・ィ・ムUtnapischtimに向かい、洪水の後
・エ・ン・リ・ル Enlil神が、「人の子であった、かつてウトナピシュティムは。（第193句／第194句）我ら
Go tter [神々]に似て、今後はウトナピシュティムも彼の妻も（あれ）！：Ein Menschenkind
war zuvor Utnapischtim ; [193/194] Uns Go ttern gleiche fortan Utnapischtim und sein
Weib!」（Reclam文庫版Das Gilgamesch-Epos. Stuttgart 1958, 1988独訳101頁）と語り、ウト
ナピシュテム夫妻を祝福し、・夫・妻共々・神・々・の・如・く・な・り・て大団円となるが、他方ノーア達は『聖書』
の場合あくまで人に留まり、・決・し・て・人・間・を・神・々・に、・あ・る・い・は・神・々・を・人・間・に・仕・立・て、・不・浄・な・偶・像・崇
・拝・を・犯・し・て・は・な・り・ま・せ・んと説くヘルダーリンに協和している。
　以上の点を踏まえて、歴史上ギリシア盛時を代表する前５世紀アテーナイに目を遣ってみる。
今尚アクロポリスAKPOΠOΛIΣの丘にパルテノーンΠAPΘENΩN神殿が聳える当都市国家の繁
栄期こそは、聖書風に眺めれば所謂・ソ・ロ・モ・ー・ン・の・栄・華ΔOΞA・ド・ク・サ[Gloria : グローリア]に相当
する黄金時代と言える。例えば『列王紀三書 BAΣIΛEIΩN Γ′：列王紀一書 Regum I』6・22に
は、「かつ templum（神殿）内のもので、aurum（黄金：XPYΣION）で被われていないものは
無かった。また至聖所の祭壇も全て彼 Solomonは黄金で被った。」（Septuaginta I.640 : Vulgata :
PL 28.736）と記されている。これに似て『歴史』1・97・2でトゥーキューディデースが言う・ア
・テ・ー・ナ・イ・人・達・の・支・配 APXH・ア・ル・ケ・ー（Bude 叢書. I.65／
"
Geschichte des Peloponnesischen
Krieges“ S.82 : Als Fu hrer der zunachst noch selbstandigen Verbu ndeten, die in den
Zusammenku nften gemeinsam berieten, breiteten nun zwischen dem Persischen und
dem Peloponnesischen Kriege die Athener ihre Macht so weit aus, kriegfuhrend und
zupackend bei allen Zwistigkeiten mit den Barbaren, mit ihren eignen widerspenstigen
Verbu ndeten und auch mit Peloponnesiern, die sie von Fall zu Fall sich gegenuber-
fanden.）、つまり史上デーロス同盟（前477年成立）を前５世紀に牛耳っていた・第・一・人・者Princeps
アテーナイ支配の場合も、その『歴史』1・96・2（Bude I.64）に言う同盟諸都市からの・貢・金ΦOPOΣ
（頭書 4・6・0・・タ・ラ・ン・ト）で潤った財源から、ふんだんに黄金が神殿や神像に使われた模様である。
（Bude 叢書. I.64／
"
Geschichte des Peloponnesischen Krieges“ S.81）【Damals setzten die
Athener zuerst die Beho rde der Schatzmeister von Hellas ein, den Beitrag zu emp-
fangen（so nannte man die Geld-Beisteuer）．Der erste Beitrag, der umgelegt wurde,
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betrug vierhundertsechzig Talente; als Schatzhaus wa hlten sie Delos, und dort im
Heiligtum waren auch ihre Versammlungen.】（『歴史』1・96・2）。実際その『歴史』2・13・
5には、先程のアテーナイのゼウスたる第一人者ペリクレースの前 431年における以下の発言があ
る．「彼は付言した．[…] 利用するのが良い、彼らは、もし全く万策尽きたなら、女神（像）そ
のものの被いの諸 XPYΣION（黄金）をも。そして言明した、彼は、このAΓAΛMA（女神像）
が 40タラントの重さの純金を有し、かつ全て取り外し得る旨を。」とあり、黄金ずくめの女神ア
テーナーの立像が話題となっている。（Bude 叢書. II.I.12／
"
Geschichte des Peloponnesischen
Krieges“ S.126）【Ferner rechnete er aus den andern Heiligtumern die nicht unbedeu-
tenden Reichtu mer dazu, die sie verwenden wu rden, und wenn sie in au erster Not
wa ren, auch das Gold, womit die Go ttin selbst bekleidet war, und er zeigte ihnen, da  
das Standbild 40 gewogne Talente schieren Goldes enthielt, alles abnehmbar.】（『歴史』
2・13・5）。勿論ヘルダーリンの関心は・栄・華・ド・ク・サの対極に『マタイ福音書』6・28－29でキリス
トが据えた・自・然・の・精・華の方にあり、その文脈はこうなっている。「汝ら、よく観よ、野の百合たち
が、どのように成長しているかを。それらは労せず、紡ぐこともない．（28／29）そこで私は言
う、汝らに次のことを。即ち自己のΔOΞA（栄華：ドクサ：Gloria）全盛期のソロモーンですら、
これらの一輪ほども着（飾っ）ていなかったのだ。（Novum Testamentum graece et latine
edidit E. Nestle 1906. Editio decima. Stuttgart. Wu rttembergische Bibelanstalt 1930.
Pag.14右／Vulgata : PL 29.581A）Considerate lilia agri quomodo crescent : non laborant,
neque nent. Dico autem vobis, quoniam nec Salomon in omni gloria sua coopertus est
sicut unum ex istis.」（『マタイ福音書』6・28－29）と、イエスは・自・然・の・荘・厳を・人・工・の・栄・華に見
事に対置しており、百合など一輪の・無・垢な花との対極に、現世の・栄・華ΔOΞA・ド・ク・サの・不・純な面が
際立ってくる。
　前述の彫刻家ペイディアースにまつわる偶像崇拝の嫌疑も、そうした驕る栄華の副産物と見な
される。勿論オリエント風専制のソロモーン支配体制と比べれば、とにかく・言・葉・で・は・民・主・制・デ・ー
・モ・ク・ラ・テ・ィ・ア・ーの栄冠を纏う都市国家ポリスのことであるから、事情は相当異なる。とりわけマ
ラトーン MAPAΘΩN 陸戦（前490年）の戦士アイスキュロスAIΣXYΛOΣ（前524年－前455年
頃）が、サラミースΣAΛAMIΣ海戦（前480年）の８年後、前472年にアテーナイで上演した悲劇
『ペルシア人達：ΠEPΣAI』第242句の合唱団に語らせている言葉通り、「アテーナイ人達は、誰
のΔOYΛOI（奴隷たち）とも、何者のYΠHKOOI（臣下たち）とも呼ばれていない。（Bude 叢
書. I.71／Tusculum叢書. S.274 / S.275）Keines Menschen Sklaven sind sie, keinem Manne
untertan.」ことは特筆すべきことである。この点・ロ・ー・マ・の・元・老・院・と・人・民 Senatus Populusque
Romanusを正式の国号としていたローマ支配圏においても、・第・一・人・者Princepsと・ロ・ー・マ・市・民Civis
Romanusとの関係は、ユダヤ宮廷におけるソロモーンとその・臣・下および・奴・隷、例えば『列王紀
三書 BAΣIΛEIΩN Γ′[一書 Regum I]』11・1[3]に記されている・皇・后・七・百・と・妾・三・百（Septua-
ginta I.656／Vulgata : PL 28. 748 : Regnorum I. 11・3）ほどのオリエント風な上下関係でなかっ
たと考えられる。但し・栄・華・ド・ク・サの裏に夥しい搾取と傲慢な他国支配が存在することでは、アテー
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ナイ支配体制もローマ支配体制もユダヤ支配体制同様の悪徳に満ちていたと言える。従って『聖
書』の・列・王・紀が、おおよそ・ユ・ダ・ヤ・王・国・繁・盛・記などではなく、そもそも・罪・と・悪・徳・の・歴・史に他ならな
い、と観る敬虔な・信・仰・の・観・点は、一見華やかに映る前５世紀の古代ギリシア史を考察する場合も、
思想詩『パンと葡萄酒』を睨み合わせるなら重要なのである。
　ヘルダーリンが古代ギリシアとその英霊たちを、晴れがましく・安・直・に・理・想・化・し・て・い・な・い点は留
意しておくべきことである。ましてや諸々の英霊に取り巻かれて目出度くも感激し心高ぶらせた
結果、・至・福・な・る・ギ・リ・シ・アと叫んだなどと取るのは、全く見当外れである。むしろ本来その英霊に
値するオイディプースやその娘アンティゴネーは悲惨に満ちており、これらとの協和は自ら、「英
雄達に倣って、こう僕は言い得よう、アポローンが僕を撃った、と。：wie man Helden nachspricht,
kann ich wohl sagen, da mich Apollo geschlagen.」（1802年秋書簡240：StA 6. 432）と告
白して恥じぬ志操に根ざしている。彼自身の人生も激動の時勢に呑まれ、厳しい現実に直面して
拠り所なく不安定であり、実際その・狂・気・の・後・半・生（結局1807年37歳以降1843年没迄）への傾斜は
19世紀初頭に加速してゆく。この尋常ならぬ魂に映え、その琴線に触れ共鳴する・ギ・リ・シ・ア・史が当
然のことながら・悲・劇を思わせても不思議ではない。この点トゥーキューディデースの『歴史』は
・ア・テ・ー・ナ・イ・の・ゼ・ウ・スたる・第・一・人・者・に・よ・る・支・配の盛期（前443年―前432年）にあたる前435年から始
め、前411年にいたる前５世紀後半を、克明に正確な筆致で描きつつ、同時に不可避の運命を垣間
見せる雄渾な記録であり、とかく前438年のパルテノーン神殿落成に象徴される明朗な面に心奪わ
れ易い読者に、その裏にある帝国アテーナイ・支・配APXH ・ア・ル・ケ・ーの生々しい現実を伝える貴重な
伝承と考えられる。
　取り分け『オイディプースへの註解：Anmerkungen zum Oedipus』（1804年）第３章で、ヘ
ルダーリンが次のように物語っている所が、トゥーキューディデースの『歴史』2・47・3－2・
54・5（Bude II.1.34-40）で取り上げられている前430年の・疫・病NOΣOΣ（病・狂気・災難）・ノ・ソ
・ス（独訳は・疫・病・・流・行・病 Seuche、仏訳は・伝・染・病 epidemie）蔓延、即ち・黒・死・病・ペ・ス・トΛOIΜOΣ
（病・狂気・災難）・ロ・イ・モ・ス（独訳は・ペ・ス・トPest、仏訳は・災・禍・・疫・病・神 fleau）蔓延を連想させる。
「場面場面において、畏怖と荘厳の諸形式が織り成され、悲劇は（StA 5.201 / 202）異端尋問を思
わせ、Pest（黒死病ペスト）とSinnesverwirrung（狂気）の下で予言精神が遍く燃え上がる世界
の言葉となる。ここではmu ige Zeit（安逸の時代）に、世界の脈動に何ら空隙有らしめまい、
天上の神々への想起を絶やさまいして、人と神とが、万事を忘却せしめるUntreue（不信実）と
いう形式で相互浸透するのである。なぜなら神の不信実がもっともよく記憶に保存されるからで
ある。：in den Auftritten die schroklichfeierlichen Formen, das Drama (StA 5.201/202)
wie eines Kezergerichtes, als Sprache fu r eine Welt, wo unter Pest und Sinnesverwir-
rung und allgemein entzundetem Wahrsagergeist, in mu iger Zeit, der Gott und der
Mensch, damit der Weltlauf keine Lu ke hat und das Gedachtni der Himmlischen nicht
ausgehet, in der allvergessenden Form der Untreue sich mittheilt, denn gottliche Untreue ist am
besten zu behalten.」とあり、当面ヘルダーリンは悲劇を論じているのであるが、しかし彼の筆
致はオイディプースOIΔIΠOYΣ神話が実際アテーナイで上演された前429年頃、丁度この前429
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年に・第・一・人・者ペリクレースも・疫・病に倒れ没した当時の雰囲気をも的確に伝えている（Bude. Tom.II.
Part.1. p.34／
"
Geschichte des Peloponnesischen Krieges“ S.149）【Sie waren noch nicht
viele Tage in Attika, als in Athen zum ersten Male die Seuche ausbrach. Es hie , sie
habe schon vorher manchenorts eingeschlagen, bei Lemnos und anderwarts, doch von
nirgends wurde eine solche Pest, ein solches Hinsterben der Menschen berichtet.】（『歴
史』2・47・3）。
　当ヘルダーリンの『オイディプースへの註解』（1804年）と対照的なのが、前４世紀の静観風学
者アリストテレースAPIΣTOTEΛHΣ（前384年－前322年）の『詩論：ΠEPI ΠOIHTIKHΣ』
で、こちらは同様オイディプース神話を悲劇の精髄と看做しつつ、かつ彼自身古代人として遙に
詳しい史実を知っていたにも拘わらず、そうした時代の歴史には関心を向けず、その現実を敢え
て捨象し、専ら美学的妥当性のみを追求した。結果「私達が今日ギリシア文学の案内として持つ
ものは、単にアリストテレースやロンギノス、ホラーティウスやドーナートゥスの修辞学や詩論
だけでもなく、また４倍ないしは５倍に俗化した人文主義の伝統だけでもなく、[…] この古代
ギリシア文学に反映している civilisation changeante（有為転変の文明）の idee dynamique
（躍動する理念）でもある。：Nous avons comme guides de la litte rature grecque, non
seulement les rhe toriques et les poe tiques d'Aristote et de Longin (<Du Sublime>),
d'Horace et de Donat, non seulement une tradition humaniste quatre ou cinq fois
seculaire (et qui a accompli beaucoup de ses progres depuis Racine), mais aussi une
idee dynamique de la civilisation changeante dont cette litterature est le reflet.」と、
専門家（R.-C. Knight『ラシーヌとギリシア：Racine et la Grece』1950年「第１部・第10章、
17世紀におけるギリシアの日蝕：L'eclipse de la Grece au dix-septieme siecle」138頁）に
より批判される。【EΣTI ΔE ΠEPIΠETEIA MEN [...] ANAΓNΩPIΣIΣ ΔE, [...] [S.34 /
S.36] [...] ΔYO MEN OYN TOY MYΘOYMEPH TAYT' EΣTI, ΠEPIΠETEIA KAI
ANAΓNΩPIΣIΣ, TPITON ΔE ΠAΘOΣ.】（Aristoteles
"
Poetik“ Stuttgart. Reclam-Universal-
Bibliothek. Nr.7828[2]. 1982. S.36[Kap.11]:1452A22-B10）
　他方ヘルダーリンの『オイディプースへの註解』こそ、正に話題の・有・為・転・変・の・文・明・の・躍・動・す・る
・理・念 ide e dynamique de la civilisation changeante を鷲みにした成果と見なされ得る。
そしてアリストテレースが『詩論』第11章（Bude 45：Aristotelis Opera edidit Immanuel
Becker 1831. Darmstadt. Wissenschaftliche Buchgesellschaft 1960. 1452A-B）で説く悲劇の
三要素、ΠEPIΠETEIA（急変・逆転）・ペ・リ・ペ・テ・イ・アとANAΓNΩΣIΣ（認知）・ア・ナ・グ・ノ・ー・シ・ス
とΠAΘOΣ（受難）・パ・ト・スにしても、単に文芸作品内に閉じた審美的圏内を破り、歴史の現実
に肉迫してゆく。既に彼の言う・黒・死・病・ペ・ス・ト・と・狂・気 Pest und Sinnesverwirrung が、トゥー
キューディデースの『歴史』で話題の・疫・病 NOΣOΣ・ノ・ソ・スを連想させる点は指摘したが、因みに
プルータルコスの『ペリクレース伝』38・1（Bude III.58）では、・疫・病・が・黒・死・病ΛOIMOΣ・ロ・イ・モ
・ス（仏訳・ペ・ス・トpeste）と記されており、またソポクレース作『オイディプース王：OIΔIΠOYΣ
TYPANNOΣ』第28句の言葉ΛOIMOΣ EXΘIΣTOΣ（Bude II.73）にも、同じΛOIMOΣ・ロ・イ
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・モ・ス（独訳・ペ・ス・トPest : StA 5.124：Tusculum 叢書 Sophokles. Munchen. Heimeran 1966.
S.358/S.359）が出ている。ここで更に想起すべきは、このアッティカ方言の・疫・病NOΣOΣ・ノ・ソ・ス
をイオーニアー方言で・ヌ・ー・ソ・スNOYΣOΣと使い、『イーリアス：IΛIAΣ』第１歌冒頭の第10句
（Bude I.3）で KAKH・カ・ケ・ー[・悪] NOYΣOΣ・ヌ・ー・ソ・ス[・疫]（・悪・疫）と、第61句（Bude I.5）で
ΛOIMOΣ・ロ・イ・モ・ス（ヘルダーリン独訳・ペ・ス・ト Pest : StA 5.2）として示しているホメーロスであ
る。こちらは（Schrocklichfeierlicher Klang tonte silbernen Bogens.）・畏・怖・と・荘・厳・の（デイ
ネー）・轟・き（クランゲー）・が・そ・の・白・銀・の・弓・か・ら・生・じ・た（デイネー・デ・クランゲー・ゲネ・タル
ギュレオイオ・ビオイオ）ΔEINH ΔE KΛAΓΓH ΓENET' APΓYPEOIO BIOIO.（『イーリ
アス』第１歌・第49句）と歌われている・怒・れ・る・神アポローンの・毒・矢で、これがギリシア軍中へと
襲いかかる（Bude I.5／希独Tusculum叢書Ilias. Munchen. Heimeran 1961. 5.Aufl. 1974. S.9:
Und ein schrecklicher Klang entscholl dem silbernen Bogen.／Homer ILIAS/ODYSSEE
in der U

bertragung von Johann Heinrich Vo 1793/1781. Zu rich/Du sseldorf. Artemis/
Winkler. 4. Aufl. 1996. S.6 : Und ein schrecklicher Klang entscholl dem silbernen Bo-
gen.）。
　帝国アテーナイ盛時の前５世紀中葉は、ヘルダーリンの『オイディプースへの註解』（1804
年）第３章の言葉通り・安・逸・の・時・代 mu ige Zeit に他ならず、例えば前477年より元来デーロス
ΔHΛOΣ島に置かれていたデーロス同盟の公庫も、前454年にはアテーナイAΘHNAIに移管され、
・ア・テ・ー・ナ・イ・人・達・の・支・配APXH ・ア・ル・ケ・ーが一層と確実なものとなる。この件に関して『ペリクレー
ス伝』12・1（Bude III.27）でプルータルコスは、ペリクレースがデーロス同盟の公金という・ギ・リ
・シ・ア・人・達・のKOINA ・共・有XPHMATA ・財・産（TA KOINA TΩN EΛΛHNΩN XPHMATA）で、
アテーナイ・市ΠOΛIΣ（都市国家：ポリス）を・ま・る・で・法・螺・吹・き・女・の・よ・う・に（ΩΣΠEP AΛAZONA
ΓYNAIKA）金品宝石で飾り立てており、この事で「またギリシアは明らかに、デイネー（途方
もない）ヒュブリス（暴虐非道）によりヒュブリゼスタイ（凌辱され）テュラネイスタイ（暴[君
テュラノスの蛮]行を受けている）ようだ」と、政敵が非難した記述を残している。また前480年
のサラミース海戦でも実証された・ア・テ・ー・ナ・イ・人・達・の・海・軍・力（トゥーキューディデース『歴史』1・
90・1：Bude I.59／Thukydides
"
Geschichte des Peloponnesischen Krieges“ S.77：[...]
ihrer Verbundeten, die Athen fu rchteten wegen der bisher nie erreichten Sta rke sei-
ner Flotte und seines im Perserkrieg bewiesenen Mutes.）に重点を置き、また・陸・軍・の・強・い
ΣΠAPTA・ス・パ・ル・タ達との陸戦を避けるためにも、内陸部にあるアテーナイ中心部と外港ペイラ
イエウスとの間を安全に往来できるようにとの企図で、昔日ペルシア戦役で破壊された・そ・のTA・タ・
・城・壁・群TEIXH ・テ・イ・ケ・ー（トゥーキューディデース『歴史』1・89・3：Bude I.59／
"
Geschichte
des Peloponnesischen Krieges“ S.77：Inzwischen hatten die Athener daheim, sobald
ihnen die Barbaren aus dem Land waren, aus ihren Zufluchtsorten Kinder und Frauen
und die gerettete Habe wieder herubergeholt und schickten sich an, die Stadt und die
Mauern wieder aufzubauen;）の再建が前477年頃なされる。そして当・城・壁・群が再び・破・壊される
前404年は対スパルタ戦（前431年以来）所謂ペロポネーソスΠEΛOΠONNHΣOΣ戦争にアテー
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ナイが敗北し、スパルタの覇権（前371年迄）が確立する年である。この404年の・城・壁・群TEIXH ・破
・壊については、クセノポーンが『EΛΛHNIKA：ギリシア史（前411年－前362年）』2・2・23（Bude
I.82）で、「例の城壁群 TEIXHテイケーを彼ら（ペロポネーソス半島のスパルタ側）は壊し始め
た。笛吹き女達を随伴して、やる気満々で、こう考えつつ、この日こそギリシアに解放が始まるの
であると。」（Xenophon
"
Hellenika“ Griechisch / Deutsch. Sammlung Tusculum. Zu rich /
Mu nchen. Artemis 1970. 2.Aufl. 1988. S.96 / S.97 : man begann, die Mauern unter der
Begleitmusik von Flo tenspielerinnen mit vielem Eifer einzurei en in dem Glauben,
jener Tag bedeute fu r Hellas den Anfang der Freiheit.）と報告している。実は先の・疫・病
NOΣOΣ・ノ・ソ・ス蔓延と、この・長・大・な MAKPA ・城・璧・群 TEIXH（TEIXH MAKPA：Bude I.71：
トゥーキューディデース『歴史』1・108・3／Thukydides
"
Geschichte des Peloponnesischen
Krieges“ S.87-88 : Die Spartaner durchzogen darauf, die Baume fa llend, die Megaris und
kehrten durch die Geraneia und die Landenge wieder nach Hause zuru ck; die Athener
fielen am zweiundsechzigsten Tage nach der Schlacht unter Myro- [S.87 / S.88] nides
wieder in Boiotien ein, siegten in einer Schlacht bei Oinophyta, eroberten Boiotien und
Phokis, schleiften die Mauern von Tanagra, nahmen von den opuntischen Lokrern die
hundert reichsten Manner als Geiseln mit und fuhrten bei sich den Bau der Langen
Mauern zu Ende.）、即ち・長 MAKPA ・城 TEIXH（Lange Mauern）は密接な関係にある。ま
ず帝国アテーナイの象徴といえるこの・長・城は初め良かれと思って築かれた。ところが外敵に対し
強固な防壁は、壁内に蔓延する前430年の・疫・病に対しては、むしろ悪疫の伝染区域を囲い込む惨
状を招いてしまう。これこそ・悲・劇そのものである。前430年、トゥーキューディデースの報告で
は、・疫・病 NOΣOΣ・ノ・ソ・ス（『歴史』2・47・3：Bude II.1.34／Thukydides
"
Geschichte des
Peloponnesischen Krieges“ S.149：Sie waren noch nicht viele Tage in Attika, als in
Athen zum ersten Male die Seuche ausbrach. Es hie , sie habe schon vorher manchen-
orts eingeschlagen, bei Lemnos und anderwarts, doch von nirgends wurde eine solche
Pest, ein solches Hinsterben der Menschen berichtet.）は、「アテーナイ人達の都市国家
内へ突如押し入り、手始めに（外港）ペイライエウスで人々を襲った。[…] その後さらに内陸
の都市国家内にも（疫病は）到達し、実に一層夥しい死者が出た。」（2・48・2：Bude II.1.35／
Thukydides
"
Geschichte des Peloponnesischen Krieges“ S.149：In die Stadt Athen
brach sie plotzlich ein und ergriff zunachst die Menschen im Piraus, weshalb auch die
Meinung aufkam, die Peloponnesier ha tten Gift in die Brunnen geworfen (denn Quell-
wasser gab es dort damals noch nicht). Spa ter gelangte sie auch in die obere Stadt,
und da starben die Menschen nun erst recht dahin.）とあり、疫病は外から唯一の出入
口である外港ペイライエウスを通じて侵入し、・城・壁・群に囲まれた市内を内陸に向かって進み、そ
の内部に住むアテーナイ人達を襲って行ったことが良く解かる。この由々しい史実に裏付けら
れて前429年頃ソポクレースが上演したオイディプース悲劇神話は、ヘルダーリンの読解に拠れ
ば、・黒・死・病 Pest ・と・狂・気・の・下・で・予・言・精・神・が・遍・く・燃・え・上・が・る・世・界・の・言・葉 Sprache fu r eine Welt, wo
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unter Pest und Sinnesverwirrung und allgemein entzundetem Wahrsagergeist・と・な・るので
ある。実際ソークラテースも、この・安・逸・の・時・代mu ige Zeitに市壁内で生活しており、その・予・言
・精・神Wahrsagergeistが盛時アテーナイ帝国の諸価値を批判吟味し、既成の倫理道徳を疑問視す
る。例えば強壮な武人へーラクレースHPAKΛHΣ風の・弱・肉・強・食・の・美・徳より、むしろ盲目の知者
OIΔIΠOYΣオイディプースに見受けられる・不・安・な・魂・の・深・淵へと眼差しが向けられるのである。
La Grece historique et <Pain et Vin> de Ho lderlin (1800-1801)
　TAKAHASHI, Katsumi  
　　　　　　
L'esprit de la Grece se fait chanter par Ho lderlin a la cime du passage poe tique
dionysiaque dans <Pain et Vin> (1800-1801): <O

Gre ce bienheureuse ! [...] (55/61) Ou
brillent-ils, ou donc, les oracles frappant au loin comme l'eclair? / Delphes dort, et la
voix du grand Destin, ou sonne-t-elle? / Ou le dieu prompte? Lourd d'un universel
bonheur, ou , de quels cieux en fe te / Jailli, frappe-t-il les regards de sa splendeur
tonnante? / E

ther, o Pe re!> (vers 55 / vers 61-65 : (Euvres. Gallimard 1967. p.810). La
naissance de la tragedie attique au cinquieme siecle avant Jesus-Christ est au centre
de ses preoccupations et cependant il gene ralise l'inte ressant de l'affaire et pre te
attention aux circonstances historiques qui n'eveillent guere l'intere t a Nietzsche (<La
naissance de la tragedie> 1872) et non plus a Aristote (<Poe tique>) : <dans les scenes,
les formes epouvantablement solennelles, le drame, comme celui d'un proces d'heresie
― tout cela en tant que langue pour un monde, ou parmi la peste et le dereglement
du sens, et un esprit de divination partout exacerbe , en un temps de desoeuvrement,
le Dieu et l'homme, afin que le cours du monde n'ait pas de lacune, et que la memoire
de ceux du ciel n'echappe pas, se parlent dans la figure tout oublieuse de l'infidelite,
car l'infidelite divine, c'est elle qui est le mieux a retenir.> (Ho lderlin <Remarques sur
(Edipe> 1804. Chapitre 3: (Euvres. p.958). Cette <peste> (      ) se trouve originaire-
ment dans le vers 28 d'<(Edipe Roi> (Sophocle. Collection Bude 1955-1960. Tome 2. p.73)
et Ho lderlin lui-meme traduit cette langue < 　　 par <Pest> (StA. Bd. 5. S.124). La
meme <peste> (　　　 ) etait aussi la maladie mortelle de Pericles: <C'est a ce moment,
croit-on, que Pe ricle s fut atteint de la peste ( 　　 ).> (Plutarque <Vies> Collection
Bude 1957-1983. Tome 3. 1964. p.58: <Pericles> 38.1). Il est mort 429 avant Jesus-Christ
a cause de l'<epidemie> ( 　　) qui se propageait rapidement a partir du port exterieur
et maritime dans la cite entiere: <l'epidemie ( 　　) se mit a sevir parmi les Atheniens;
et l'on racontait bien qu'auparavant deja le mal s'etait abattu en diverses regions, du
co te de Lemnos entre autres, mais on n'avait nulle part souvenir de rien de tel com-
′
′ ′′
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me fleau ni comme destruction de vies humaines. (47.3:2.1.p.34 / p.35:48.2) Athenes se vit
frappee brusquement, et ce fut d'abord au Piree que les gens furent touches: [...] Puis
il atteignit la ville haute; et, des lors, le nombre des morts fut beaucoup plus grand. ―
(2.1.p.35 / p.37:50.1) le caractere de cette maladie (　　 ) passa en effet toute expression:
de facon generale, la durete avec laquelle elle frappait chacun n'etait plus a la mesure
de l'homme et [...] (2.1.p.37/p.39:53.1) D'une facon generale. la maladie ( 　　　) fut, dans
la cite , a l'origine d'un desordre moral croissant. ... (53.1 / 54.1) Tel e tait le malheur
(　　 ) qui avait frappe Athenes de facon si douloureuse; elle avait des hommes qui
mouraient au dedans, et, [...] (2.1.p.39 / p.40:54.5) Voila pour ce qui concerne l'epidemie
(　　 ).> (Thucydide <Histoire de la guerre du Peloponnese 435-411> Collection Bude
1953-1972. Tome 1. Premiere partie. p.34-40: Livre 2. 47.3-54.5).
　Quant a la <Grece bienheureuse> (vers 55) de <Pain et Vin>, la <peste> mythologique
d'Homere et de Sophocle, ainsi que celle historique de Thucydide, merite d'etre notee:
<Le fils de Leto et Zeus. C'est lui qui, courrouce contre le roi (Agamemnon), fit par
toute l'armee grandir un 　　　　　　(mal cruel), dont les hommes allaient mourant;
cela, parce que le fils d'Atree avait fait affront a Chryses, son (p.3 / p.4) pre tre. [...]
(vers 9-12 / vers 43 sqq. : p.5) [...] Phoebos Apollon entend sa priere, et il descend des
cimes de l'Olympe, le coeur en courroux, ayant a l'epaule, avec l'arc, le carquois aux
deux bouts bien clos; et les fleches sonnent sur l'epaule du dieu courrouce , au mo-
ment ou il s'ebranle et s'en va, pareil a la nuit. Il vient se poster a l'ecart des nefs,
puis lache son trait. Un son terrible jaillit de l'arc d'argent. Il s'en prend aux milets
d'abord, ainsi qu'aux chiens rapides. Apre s quoi, c'est sur les hommes qu'il tire et
decoche sa fleche aigue ; et les bu chers funebres, sans relache, bru lent par centaines.
(vers 43-52 / vers 58 / 63) [...] Achille aux pieds rapides se leve et leur dit: [...] j'imagine
que nous allons bientot, rejetes loin du but, retourner sur nos pas ― du moins si nous
pouvons echapper a la mort : guerre et 　　　 (peste) frappant ensemble finiront par
avoir raison des Ache ens! Allons, interrogeons un devin ou un pre tre ― voire un
interpre te de songes: le songe aussi est message de Zeus.> (<Iliade> Chant 1. vers 9-12 /
43-52 / 58-63 : Collection Bude 1937-1938. Tome 1. p.3-5). L'imaginaire de l' <Iliade> et de
l'<(Edipe Roi> correspond a l'evenement historique de 430 avant Jesus-Christ au monyen
du terme <peste> (　　　) des <Remarques sur (Edipe> de Holderlin: <[...] , wo unter Pest
und Sinnesverwirrung und allgemein entzu ndetem Wahrsagergeist, in mu iger Zeit,
[…] (StA = Stuttgarter Ho lderlin-Ausgabe der
"
Sa mtlichen Werke“ . Kohlhammer
1946-1985. Bd.5. S.202). En outre, Ho lderlin lui-meme traduit le mot homerique <　　　
(<Iliade> Chant 1. vers 61) par <Pest>: <Achill [...] sprach: [...] wann wir entfliehen
wollen den Tod, da Krieg die Acha er, mit Pest verbunden uns aufreibt.> (StA. Bd.5.
,
,
,
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S.2). Cette <Pest> (peste) n'est que la <bose Krankheit> (maladie funeste) du vers 10 du
Chant 1 de l'<Iliade> (StA. Bd.5. S.1): <　　　 [...] 　　 [...] (Collection Bude. Tome 1.
p.3). L'ionien <　　　 devient l'attique <　　 (maladie : epidemie) de l'<Histoire. 435-
411> de Thucydide (Livre 2. 47.3 / 50.1: 2.1. p.34 / p.37).
　L'essentiel est de cristalliser le <malheur> (　　 ) de la <peste> de l' <Histoire> (Livre
2.54.1) dans les <formes epouvantablement solennelles> (schro klichfeierliche Formen:
StA. Bd.5. S.201) et celles sublimes: <Donc, pour nous aussi, lorsque nous travaillons
a un ouvrage qui reclame e levation de style et grandeur de sentiments, il sera bon
de nous figurer par la pensee ceci:
"
Comment, le cas echeant, Homere aurait dit la
meme chose? avec quelle grandeur l'auraient exprimee Platon ou Demosthene, ou, dans
l'histoire Thucydide?“ [...] (14.1: p.23 / p.38: 25) Si tu representes comme agissant sous
nos yeux et comme presents des faits qui appartiennent au passe , ce ne sera plus
une narration, mais une action dramatique que tu constitueras. [...] Cette figure est
familiere a Thucydide.> (<Du Sublime> Collection Bude 1939. p.23 / p.38: Chapitre 14.1 /
25). Il est certain que l'auteur de l'<Iliade> est le modele du style sublime des <formes
epouvantablement solennelles>: <De la meme cause vient, a mon sens, qu' Home re
ayant compose l'Iliade dans la plenitude de l'inspiration, tout le corps de son ouvrage
respire l'action et le combat, et l'Odyssee, au contraire, est constituee en tres grande
partie de narrations, ce qui est le propre de la vieillesse. [...] Il n'y conserve plus la
vehemence de ces poemes fameux sur Ilion; il n'a plus cette 　　 (e levation de style)
toujours egale et qui nulle part ne subit de depression ni pareille profusion de 　　
(passions) qui frappent coup sur (p.15 / p.16) coup; il n'a plus cette souplesse et cette
force oratoire ou se pressent ces images de la realite (<Du Sublime> 9.13: Collection
Bude . p.15 sq.). Nous pouvons tirer un bel exemple concret du Chant 1 de l'<Iliade>
(Collection Bude . Tome 1. p.5: Chant 1.vers 49): <　　　　　　　　　　　　　　　　　
(Un son terrible jaillit de l'arc d'argent). Voici l'equivalent du mot clef des <Remar-
ques sur (Edipe> de Ho lderlin: <　　　 (schroklichfeierlich: epouvantablement solennel).
Cet adjectif grec s'explique bien par Rudolf Otto (<Das Heilige: Le sacre . Sur l'irra-
tionnel dans l'idee de la divinite relativement au rationnel> 1917. Trentieme edition 1937.
p.53): <Un mot dificilement traduisible au propre, un concept difficilement saisissable
avec ses aspects etrangement differents, c'est le
"
deinos“ (　　　) grec. Sa difficulte et
son sens a peine saisissable? Parce qu'il n'est rien d'autre que le Numinose, toutefois
le plus souvent au niveau faible dans la dilution e loquente ou poe tique et la forme
"
abaissee“. La base de sa signification est le sinistre du Numinose. Pendant que les
facteurs du sinistre s'epanouissent, il devient alors dirus et tremendus, grave et im-
posant et etrange, bizarre et admirable, horrifiant et fascinant, divin et demoniaque et
'
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energique“.> (Chapitre 7).
　Ces <formes epouvantablement solennelles> (schroklichfeierliche Formen:　　　　　)
sont belles realisations de l'<idee dynamique de la civilisation changeante>: <Nous avons
comme guides de la litterature grecque, non seulement les rhetoriques et les poetiques
d'Aristote et de Longin (<Du Sublime>), d'Horace et de Donat, non seulement une
tradition humaniste quatre ou cinq fois seculaire (et qui a accompli beaucoup de
ses progres depuis Racine), mais aussi une idee dynamique de la civilisation chan-
geante dont cette litterature est le reflet.> (R.-C. Knight <Racine et la Grece> Boivin 1950.
Premiere Partie. Chapitre 10. <L'eclipse de la Grece au dix-septieme siecle> p.138). La
<Poetique> du theoricien peripatateticien sait bien se limiter aux categories esthetiques;
il en est de meme du traite <Du Sublime> de Pseudo-Longin, de la <Poetique> d'Horace
etc. dont Knight fait mention dans son e tude. Il en de coule qu'Aristote restreint
sa conception de la <peripetie> (　　　　 ), de la <reconnaissance> (　　　　 ) et de
l'<evenement pathetique> (　　　) a l'explication de textes tragiques dans sa <Poetique>
(Chapitre 11. 1452A-B: Aristote <La Poe tique> Collection Bude 1932. p.44-45). Au contraire
de lui, Ho lderlin ne se borne pas a l'interpre tation immanente aux textes litteraires,
mais universalise la condition tragique et a l'oeil aussi a l'evenement historique de
la <civilisation changeante dont cette litterature est le reflet> pour extraire <une idee
dynamique> qui est digne de sa <Gre ce bienheureuse (vers 55 / vers 62) ou la voix
du grand Destin (Geschik: 　　) sonne> (<Pain et Vin>: StA. Bd.2. S.91-92). Sa vision
poetique de la realite , c'est <un monde, ou parmi la peste et le dereglement du sens,
et un esprit de divination partout exacerbe, en un temps de desoeuvrement, le Dieu et
l'homme, afin que le cours du monde n'ait pas de lacune, et que la memoire de ceux
du ciel n'echappe pas, se parlent dans la figure tout oublieuse de l'infidelite, car
l'infide lite divine, c'est le mieux a retenir.> (Ho lderlin <Remarques sur (Edipe> p.958).
　D'apre s Ho lderlin, l'apoge e de la gloire grecque d'Athenes n'est qu'<un temps de
desoeuvrement> (mu ige Zeit: StA. Bd.5. S.202) : <Observez les lis des champs, comme
ils poussent: ils ne peinent ni ne filent. (28 / 29) Or je vous dis que Salomon lui-meme,
dans toute sa　　　(gloire), n'a pas ete vetu comme l'un d'eux.> (Novum Testamentum
graece et latine edidit E. Nestle 1906. Edition decima. Stuttgart. Wu rttembergische
Bibelanstalt 1930. p.14. <Matthieu> 6.28-29: La Bible de Je rusalem. Troisieme edition.
Cerf / Descle e 1979. p.1511). La gloire (　　) du prince judaique e tait l'a ge d'or des
Hebreux dans la plenitude des besoins artificiels: <Il amenagea un Debir dans le
Temple, a l'interieur, pour y placer l'arche de l'alliance de Yahve. (19 / 20) Le Debir avait
vingt coudees de long, vingt coudees de large et (La Bible de Jerusalem. p.437 / p.438)
vingt coudees de haut, et il le revetit d'or fin; il fit un autel de cedre (20 / 21) devant
..
′
′′′
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le Debir et il le reve tit d'or, (21 / 22) Tout le Temple, il le reve tit d'or ( 　　　),
absolument tout le Temple.> (<1 Rois> 6.19-22: Septuaginta edidit A. Rahlfs 1935.
Stuttgart. Deutsche Bibelgesellschaft 1979. Vol.1. p.640). Vu la purete digne de la
<gottlichschone Natur> (divinement belle Nature: StA. Bd.2. S.118), toute la <　　 (gloire)
des puissances se vicie dans leur grand luxe orgueilleux: <Le sculpteur Phidias avait
eu [...] l'entreprise a forfait de la statue d'Athena. Or il etait devenu l'ami de Pericles
et joissant aupres de (Plutarque <Vies>. Tome 3. p.49 / p.50) lui d'un grand credit. [...]
(2 / 3) [...] Neanmoins Phidias etait en butte a l'envie a cause de la 　　　 (reputation)
de ses oeuvres, et notamment parce que, en representant sur le bouclier de la deesse
le combat des Amazones, il y avait cisele une figure a sa ressemblance, sous la forme
d'un vieillard chauve qui souleve une pierre avec ses deux mains, et qu'il y avait mis
une tres belle image de Pericles combattant contre une Amazone. (3 / 4) Le geste de la
main, qui brandit une lance devant les yeux de Pericles, est habilement repesente et
semble vouloir cacher la ressemblance qui apparait cependant des deux co tes. (4 / 5)
Phidias, traine en prison, y mourut de maladie, ou selon d'autres, du poison que lui
firent prendre les ennemis de Pe ricle s, de facon a en rejeter la responsabilite sur
l'homme d'E

tat.> (Plutarque <Pericles> 31.2-5).
　Le cas Phidias (†431 avant Jesus-Christ) evoque en nous le <peche d'idolo trie impure>
dans la lettre 203 de Ho lderlin (hiver 1799 / 1800): <J'ai eu recours a l'etude approfondie
des Grecs [...] ((Euvres. p.758 / p.759) [...] C'est ainsi qu'ils representaient les choses
divines de maniere, tout en evitant cependant la mesure humaine proprement dite, tout
naturellement d'ailleurs, car l'art poe tique, qu'il soit enthousiaste ou modeste sobre,
etait par definition un joyeux service religieux, qui ne devait jamais changer les hom-
mes en dieux, ni les dieux en hommes, jamais non plus commettre le peche d'idolatrie
impure (unlatere Idololatrie ), mais seulement rapprocher les dieux et les hommes. C'est
ce que la tragedie demontre per contrarium. Le dieu et l'homme semblent Un, puis,
un destin vient susciter toute l'humilite et tout origueil de l'homme, et si d'une part,
il aboutit a la veneration due aux divinites, de l'autre il laisse l'homme en possession
d'une ame purifiee.> (StA. Bd.6. S.381-382). Il s'agit ici de la relation inseparable entre
le dechirement et la coincidence en ce qui concerne le dieu et l'homme: <La presenta-
tion du tragique repose principalement sur ceci que l'insoutenable, comment le Dieu-
et-homme s'accouple, et comment, toute limite abolie, la puissance panique de la
nature et le trefonds de l'homme deviennent Un dans la fureur, se concoit par ceci que
le devenir un illimite se purifie par une separation illimitee.> (Ho lderlin <Ramarques
sur (Edipe> Chapitre 3: (Euvres. p.957). Seul <l'homme tragique> qui est reduit aux
dernie res extremite s s'applique bien a cette <situation paradoxale>: <Une conscience
..
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intramondaine, mue uniquement par l'exigence de totalite en face d'un monde frag-
mentaire qu'elle refuse ne cessairement, d'un monde dont elle fait partie et qu'elle
depasse en meme temps, une transcendance immanente et une immanence transcen-
dante,  telle est la situation paradoxale, et exprimable seulement par des paradoxes,
de l'homme tragique.> (Lucien Goldmann <Le dieu cache Gallimard 1955. p.65: Premiere
Partie. Chapitre 3). Il en resulte que le cas Phidias temoigne de la severite pieuse des
anciens Grecs. Ceci e tant, Alexandre s'abstenait de <se deifier> (　　　　　　　　 ): <En
general, avec les barbares il e tait hautain et donnait l'impression d'e tre absolument
convaincu de sa naissance et de sa filiation divine, tandis qu'avec les Grecs il mettait
de la mesure et la discretion a se deifier.> (Plutarque <Vies>. Tome 9. 1975. p.66: <Ale-
xandre> 28.1).
　Nous nous concentrons pour conside rer la <peste> et le <temps de desoeuvrement>
sous l'aspect de l'histoire grecque. Aux environs de l'an 429 ou <Pe ricles fut atteint
de la peste (　　　)> (Plutarque <Pericles> 38.1), il y eut la premiere representation de
l'<(Edipe Roi> au debut duquel le pre tre de Thebes parle a (Edipe: <Tu le vois com-
me nous, Thebes, prise dans la houle, n'est plus en etat de tenir la tete audessus du
flot meurtrier. La mort la frappe dans les germes ou se forment les fruits de son sol,
la mort la frappe dans ses troupeaux de boeufs, dans ses femmes, qui n'enfantent plus
la vie. Une deesse porte-torche, de esse affreuse entre toutes, la Peste (　 　), s'est
abattue sur nous, fouaillant notre ville et vidant peu a peu la maison de Cadmos,
cependant que le noir Enfer va s'enrichissant de nos plaintes, de nos sanglots.> (So-
phocle. Tome 2. p.73: <(Edipe Roi> vers 22-30). <Tel etait le malheur (　　 ) qui avait
frappe Athenes de facon si douloureuse; elle avait des hommes qui mouraient au
dedans> (Thucydide <Histoire> Livre 2. 54.1: Tome 2.1. p.39). Parce que <les Atheniens
fortifierent leur ville> (Thucydide 1.93.1: 1. p.62) armee des pleins <remparts> (　 　) de
la ville haute au port exterieur et maritime, Piree (1.89.3: 1. p.59) <pour l'importance de
ses forces maritimes (　　 　)> (1.90.1: 1. p.59), ces <remparts> (　 　) enserrent la
<peste> (　 　　), c'est-a -dire l'<epidemie> (　 　) dans toute la ville: <l'epidemie (　 　)
se mit a sevir parmi les Atheniens; [...] (2.47.3: 2.1.34 / 35: 48.2) Athenes se vit frappee
brusquement, et ce fut d'abord au Pire e que les gens furent touche s: [...] Puis il
atteignit la ville haute; et des lors, le nombre des morts fut beaucoup plus grand.>
(Thucydide <Histoire> Livre 2).
　Ces <　 　 (remparts), autrement appeles <Long-Murs> (　　　　　　 : Thucydide 1.108.
3; 1.71) symbolisent juste la <domination (　 　) athenienne> (Thucydide 1.97.2: 1.65) :
<Sous le nom de democratie (　　 　　　), c'etait en fait le　　　　　　　(premier citoy-
en) qui gouvernait> (Thucydide 2.65.9: 2.1.48). La traduction litte rale, l'<　　 (domina-
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tion) du premier 　 　 (homme)> represente l'<　 　 (domination) athenienne> pendant 443-
429 ou aussi le Parthenon s'acheve en 438: <ce furent les monuments construits par
Pericles. De tous les actes de son administration, c'est celui dont ses 　　　 (ennemis)
e taient le plus jaloux, celui qu'ils denigraient le plus. Ils criaient dans les assemblees
que le peuple s'etait deshonore et qu'il avait mauvaise reputation pour avoir trans-
porte de De los (l'Alliance de De los depuis 477) a Athenes 　　　　　　　　　 (le tresor
commun) des Grecs. Le pre texte le plus honorable qu'il pu t opposer aux accusation
dont il etait l'objet, c'est qu'on avait enleve de la ce tresor pour le mettre en lieu su r,
parce qu'on craignait les barbares: or, ce pre texte, Pericles, disaient-ils, vous l'a o te .
(1 / 2)
"
Aussi la Grece pense-t-elle qu'elle est victime d'une terrible violence et d'une
tyrannie manifeste, quand elle voit qu'avec les tributs qu'elle est forcee de fournir en
vue de la guerre, nous dorons et embellissons notre ville, comme une femme coquette,
en la parant de pierres precieuses, de statues et de temples de mille talents.“ (Plu-
tarque <Pericles> 12.1-2: <Vies> Tome 3. p.27). La guerre du Peloponnese depuis 431 ou
<Phidias, traine en prison, y mourut de maladie, ou, du poison> (ibidem 31.5: Tome 3.
p.50) finit 404 par le triomphe de Sparte sur Athenes et le symbole de la <domination
athenienne>,　　　　 (Murs: remparts: murailles) se de truisent par les Lacedemoniens:
<l'on commenca a demolir 　 　　 (les murailles) au rythme des joueuses de flu te, dans
un grand enthousiasme, tous pensant que ce jour marquait la Grece le debut de la
　　　　　(liberte ).> (Xenophon <Helleniques 411-362> Livre 2. Chapitre 2.23: Collection
Bude 1936 / 1939. Tome 1. p.82).
【Jinbun-kagaku-kenkyu 2014：Geisteswissenschaftliche Studien der Philosophischen
Fakultat der Universitat Kochi (=Kotzschi) im Jahre 2014. Band 20 herausgegeben von
der geisteswissenschaftlichen Abteilung der Philosophischen Fakulta t der Universita t
Ko chi (=Ko tzschi): E

tudes des sciences humaines de la Faculte des Lettres de l'Uni-
versite de Ko tchi en l'an 2014. Tome XX edite par la section des sciences humaines
de la Faculte des Lettres de l'Universite de Ko tchi：Ko chi-daigaku. Jinbun-gakubu.
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